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ニューヨークでの体験

　1年の滞在期間を通して、ニューヨークを本拠地と

するオーケストラ、オペラ団体から海外の演奏家によ

るものまで、多種多様なコンサートやライヴに可能な

限り足を運び、そのプログラムや演奏家のコメントな

どに注目していた。ここでは、その中でも特に強く印

象に残っている演奏会について報告する。

　まず、ニューヨークではどのような演奏会において

も、必ず多人種の演奏家が自分のルーツを示す名前と

共に舞台に立つ。しかし、そこで彼らは自分の人種を

主張しなければ、観客も演奏家の人種などにほとんど

関心を持たない。表現者にとって、自分が何者である

かということよりも、自分にしか表現できないものを

生み出せるかどうかが問題なのである。そして観客は

そこで表現されたものが魅力的であるかどうかにしか

関心がない。しかしながら、この関係性にはある傾向

があるように感じられた。自分がどのようなルーツを

もつ人間だったとしても、演奏の表現には自分のエス

ニシティが自然と反映されるはずである、と語る演奏

家は「クラシック」音楽、「ジャズ」音楽や「ポピュラー」

音楽など、確立した音楽フォームに携わっていること

が多い。一方、完全に何でもありと受け手が手を広げ

て構えるようなジャンルで表現活動を行っているアー

ティストは自分のエスニシティを前面に押し出す。こ

れは、まだ私感の域を越えない意見だが、湯浅譲二氏

が「未聴」という言葉で表現する、皆が体験したこと

のない表現を生み出そうとする時、人間は自分のエス

ニシティと向き合うという行為を迫られるのではない

だろうか。

　いま、「現代音楽」というジャンルを定義づけるの

は大変困難である。特に、ニューヨークのようにビジ

ネス色の強い都市においては、聴衆の賛同が音楽の必

須条件とされ、その枠組みも大きく捉えられているよ

うに感じられる。しかし、音楽ホールに足を運ぶ人間

の絶対数が多い大都市においては、観客の趣向も広域

にわたり、必然的に「現代音楽」を好んで聴く人数も

それなりの数になるのである。そのため、主要な音楽

団体はそれぞれが現代音楽関連の事業を行っている。

ニューヨーク・フィルハーモニックの「CONTACT!」、

カーネギーホールの「Making Music」をはじめ、アメ

リカン・コンポーザーズ・オーケストラは常に同時代

の作曲家の作品を取り上げ、ニューヨークにある大学

のほとんどが音楽学部主催の企画で現代作曲家の作品

を取り上げている。音楽学部にコンポーザー・イン・

レジデンスのシステムが整えられていることもこれに

影響を与えているのだろう。

　私はそれらの企画に参加する観客を観察し、1つ感

じたことがある。それは、ニューヨーカーは心のどこ

かで「ニューヨークは新しいことが生まれる」場所で

あることを信じ、そこに身を置くことにプライドを

持っていることだ。他の都市に生活する人に比べて圧

倒的に「他で見たこと・聴いたことがないもの」「思

いもよらない発想」との出会いを切望し、そこから得

られる刺激を求めているように思うのだ。その瞬間に

居合わせることがクールだと信じていると言ったら言

い過ぎだろか。

　市民のこのような嗜好があるからこそ、ニューヨー

クにジャズが根付いているのかもしれない。世界中の

ジャズ・プレイヤーがニューヨークを目指すのは、そ

こが一流のアーティストを数多く輩出した街であり、

耳の肥えた観客が多い所為だろう。しかし同時に、目

の前で起きる化学反応にスリル感や興奮を覚え、病み

付きになっていく市民が多いのも確かなのではないだ

ろうか。現に私もジャズに関しては全くの素人なのだ

が、同じアーティストでも録音を聴いているよりは、

ライヴで何が起こるか、その興奮した空気を共有でき

るのが数倍おもしろいと感じるのである。

THE STONE にて

　ニューヨークのローワー・イーストに、そのような

刺激を求めて集まる観客にただその興奮だけを提供す

るライヴハウスがある。ゾン・ジョーンズというサク
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ソフォン・プレイヤーがディレクターを務めるそこは、

「THE STONE」と名付けられ、即興パフォーマンスが

連日行われている。看板も掛かっておらず、歩道脇の

壁を隔てたらすぐそこに客席があるといった具合で、

本当に何の変哲も無いブラック・ボックスなのである。

　私は 2012年 4月 29日にここで行われた坂本龍一と

大友良英のパフォーマンスを聴きに行った。約 1週間

のプログラミングを坂本龍一が担当したうちの 1つ

で、その日の前後も坂本氏が共に即興演奏に興じてみ

たい演奏家をセレクトしてパフォーマンスが行われて

いた。スタジオはただの箱であり、ロビーもなければ

待ち合わせをするスペースもない。観客は演奏開始数

分前まで、道路で並んで待たされ、開場と同時に建物

に入る。中は、ストイックに演奏するスペースと、そ

れを聴く人の座るスペースのみという空間が追求され

ている。

　このプログラムを見に行こうと思ったきっかけは、

2011年 11月 19日にジャパン・ソサエティで行われ

た大友良英氏とクリスチャン・メークレー氏による

「ターンテーブル・デュオ・コンサート」のチケット

が売り切れで買えなかったからである。このようにい

うと突拍子もないが、仕方がなくその代わりにチケッ

トを買って参加したプレコンサート・アーティスト・

トークがとても興味深かったのだ。そして、ここで紹

介された「音響」と呼ばれるジャンルを実際に体感し

てみたかったのである。

　プレトークで司会を務めていたデイヴィッド・ノ

ヴァック氏から、その後、出版された本の原稿や論

文のコピーを頂き、勉強してみた。ノヴァック氏の

「音、無音、即興のグローバルな価値」によると、こ

のジャンルは 1990年代末、日本で始まったという。

(2010: 376)これだけを読んでいると、一体何のことな

のか音楽のイメージが全く掴めなかったのだが、この

パフォーマンスを実際に聴いて、これがジャズという

脈絡の先に存在するということがほんの少し理解でき

た。何をもって「ジャズ」と定義づけられるのか、私

には言及できるだけの知識がない。しかし、他の音楽

にないジャズの醍醐味と言えば、予測不可能な即興の

要素である。そして、私が体感したパフォーマンスが

「音響」と知られるジャンルなのだとしたら、「音響」は、

ただひたすら静寂で、透明感があり、どこかノスタル

ジーを感じさせるような地味な色合いに、奥行きを感

じる音響空間を創造する即興演奏であった。この日の

パフォーマンスは、坂本龍一氏がピアノを、大友良英

氏がギターを使い、それぞれが様々な小道具を使って

未知の空間を作り出す。とにかく優しい世界を描く 2

人は、客席から見ても楽しそうであった。しかし、ス

ペシャル・ゲストとして登場したアート・リンゼイが

加わった途端、彼から放たれる硬質な石が波紋を起こ

し、2人の描いた世界の色はリンゼイ氏の色と混ざり

合った。そして、その後中和していく様子を音で見せ

られているかのような空間がボックス内には存在して

いた。

　初めての体験の感想以上の何ものでもないが、この

ジャンルのファンは大変多いようである。先に書いた

パフォーマンスも完売だったが、このパフォーマン

スも 1時間近く並んで、やっと立ち見で入れたもので

あった。彼らはこのパフォーマンスに何を感じて、ま

た何を求めて集まるのだろう。なぜなら、自分でやっ

てみた方が楽しめるジャンルなのではないか、と感じ

たからだ。次の機会には、ぜひ観客に聞いてみたい。

日本人であることを思い起こす音楽ですか、と。

ニ ュ ー ヨ ー ク・ フ ィ ル ハ ー モ ニ ッ ク
CONTACT!

　次に、エスニシティに関して考えるチャンスを与え

られた演奏会は、ニューヨーク・フィルファーモニッ

クの音楽監督を務めるアラン・ギルバート氏が 2009

年から始めた「CONTACT!」と題されたニュー・ミュー

ジック・シリーズでのものである。ちょうどこのス

テージ上で、アラン・ギルバート氏のアメリカの作曲

家の作品演奏、また現代音楽への貢献に対して 2011

年Diston指揮者賞が贈呈された。Zachary Woolfe氏は、

2012年 1月 6日の『New York Times』の紙面で、彼が

CONTACT!シリーズで取り上げた作品の半数のみが

ここ 10年以内に作曲された作品であること、また今

シーズンにおいては 1名を除いた作曲家が全て 50歳

以上であることなどを例に挙げ、アラン・ギルバート

氏およびニューヨーク・フィルハーモニックの試みは

まだ不十分であることを指摘している。その姿勢の比

較として、ロサンジェルス・フィルハーモニック率い

るグスターボ・ドゥダメル氏の取り組みを例にあげて

いる。おそらくWoolfe氏と同様の意見をもっている

人も相当数存在すると考えられる。ニューヨークに暮

らす人が世界に誇るニューヨーク・フィルハーモニッ

クが同時代の音楽と関わっていくことが、ニューヨー

クの街そして文化に真に寄与するオーケストラの使命
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であるということは、やはりニューヨーカーの趣向に

よるところが大きいのだと思うのだ。とはいえ、この

コンサートはニューヨークにて新しい作品を聴くこと

のできる貴重な機会であるため、私は２度このシリー

ズに足を運んだ。そのような企画の中で委嘱作品が初

演された Alexander Lunsqui氏のコメントが印象的で

あった。

　当時 42歳であった Lunsqui氏は、Woolfe氏が今シー

ズン中唯一 50歳以下であったと指摘した作曲家であ

る。プログラムに記載されている彼のプロフィール

には、彼が出身国であるブラジルで音楽教育を受け

た後、渡米し、アメリカ国内の大学およびパリにある

IRCAMにおいて、その才能を開花していったことが

紹介されている。（Keller 2011: 5）この日このコンサー

トで初演された作品「Fibers, Yarn, and Wire」は、審査

員全員一致で選出されたという作品であった。審査に

あたったマグヌス・リンドベルイも多量のスコアの中

にあって、Lunsqui氏の作品は「彼が何をしようかと

てもよく理解していることが作品に表れていた」と賞

賛している。（Keller 2011: 5）

初演された作品は、先人のスタイルに重ならない初め

て体験する音空間が作り出されていて、そのずば抜け

たリズム感や枠にはまりきらないダイナミクスはとて

も刺激的で魅了されるものであった。この作品が演奏

された後、作曲者自身が舞台上にあがり、作品につい

ての短いトークがあった。まず聞き手は彼に対し「自

分のエスニシティを意識して作品を書いているのか」

という質問をぶつけた。これは、プログラムに「彼の

音楽スタイルは多岐に渡り、その作品はブラジルの

Folk Musicにインスパイアされている、とも記されて

いる。」（Keller, 2011: 5）と書かれていること、また直

前に初演された作品があまりに独創的であったことな

どから、聞かずにはいられなかったのだろうと感じら

れた。

　しかしながら、彼ははっきりと「全く意識していな

い」と答えたのである。確かにこの作品に関する作曲

者自身のコメントからは全くそのようなコンセプトは

見られないし、彼があの場にあってブラジル人作曲家

であることをアピールする必要性は全く感じられな

かった。これは、福中琴子氏が著書『音楽、未知への

旅』の中で「アメリカのジャーナリズムが、「西洋の目」

というフィルターを通して、作品を聴くことを志向し

てきた」（2011: 224）と日本人作曲家に向けられた視

線を指摘した時と同様のことが起きているのではない

だろうか、と感じた瞬間であった。これは、アメリカ

に対して、南米や日本が西洋クラシック音楽の分野に

おいて後進であったために起きている現象なのだろう

か。彼がこの質問に対して返した、苦みを含めた表情

が印象的であった。

Flutes of Hope

　ニューヨーク滞在中、邦楽器の演奏会を聴くチャン

スも数回あった。このコンサートは聖ジョン大聖堂で

開催されていた「ヴォイシス・フロム・ジャパン」1)

の展覧会に合わせて開かれた邦楽器の演奏会である。

アメリカ在住（短期滞在を含む）の 4名の演奏家が、

琴、尺八、横笛、三味線、和太鼓を演奏した。出演者

の 1人である尺八奏者の小濵明人氏は、アジア・カル

チュラル・カウンシルからのフェローシップを獲得し

て、半年間ニューヨークに滞在していた。渡航時期は

異なったものの、研究テーマに類似性があったため、

機会がある毎にディスカッションを重ねた。

　プログラムは、小濵氏とニューヨーク在住の尺八奏

者のラルフ・サミュエルソン氏の演奏する「鹿の遠音」

で始まった。大聖堂の巨大な空間の中、客席の外側に

大きな円を描きながら奏者が移動するという演出がさ

れ、2本の尺八の音は、観客の後方より聴こえ始め、

左右両サイドを前方へ移動する。その間も観客の頭上

で尺八の音は行き交うのである。

　2人の演奏だけでも存分に楽しめたと思うのだが、

大聖堂の反響が観客を大自然の奥地へと誘った。2本

の尺八の音が交わるタイミングは、到底単純な音価で

処理できるようなものではなく、音程も簡単に採譜で

きるようなものではない。楽音としてきれいにおさま

りきらないところこそが邦楽器の魅力なのだろう。そ

して雑音をも音として捉える日本人の感性があって、

この自然描写が実現したのだろうと思いを馳せる。

　次に演奏されたのは、宮城道雄の「春の海」。日本

国内では「古典的な日本」の代名詞であるかのように

様々な場面で聴かれる曲である。しかし、この演奏会

において、私はこの曲ですっかり現実の世界まで連れ

戻されてしまったように感じた。宮城道雄が邦楽器に

新しい息吹をもたらした偉業は計り知れないが、この

作品を演奏する尺八の音は五線上に並ぶドレミにしか

聴こえず、尺八の魅力が完全にそぎ落とされてしまっ

ていた。それと同時に琴もピアノのように聴こえてし
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まうのである。

　次に演奏された横笛による即興は、また興味深い

ものであった。もともとフルートとサクソフォンの

ジャズ演奏家である渡辺薫氏は、本格的な邦楽器のパ

フォーマンス経験を経て、彼自身のイディオムを作り

出しているようであった。即興であるため、指の癖や

耳に残る音の記憶などが影響する部分もあるように感

じられたが、太鼓を立体的に使用して「時空」を意識

させるような創意は、横笛音楽を空間の中で捉えてい

る証拠であり、渡辺氏だからこそのパフォーマンスで

あったように思う。

　「春の海」に続いて、また琴の表現性について考え

させられた演奏が次の「松風」である。西洋クラシッ

ク音楽の楽器にない邦楽器のおもしろさは、他の民族

音楽と同様に、楽音のフィルターに引っかからない音

にあるのだと思う。そう考えていくと、お琴のように

事前に調弦が必要な楽器はどのようにして邦楽器特有

の歪み（ひずみ）をつくりだしてきたのでろうか。こ

れは私の勝手な想像だが、邦楽器は管楽器を除いて、

基本は歌がついており、自分の声と楽器音でユニゾン

を奏でることで音の歪みが作り出されていたのではな

いだろうか。そうだとしたら、琴のような楽器は歌と

切り離されてしまったために、私が邦楽やその他の民

族音楽の魅力だと感じている不安定さが削がれてし

まったのかもしれない。しかし、その代償として獲得

した安定性のおかげで、独奏曲などの表現の幅は格段

に広がったはずである。

　これほど充実し、また考えさせられる演奏会は他に

なかったかもしれない。それを大聖堂の中で体験して

いるのだから、やはりニューヨークは凄い場所である。

今後も邦楽器奏者の動向に注目していきたいと思う。

作曲家 Lei Liang

　最後にアメリカ滞在中、SNS上で知り合った作曲家

を紹介する。中国生まれの作曲家で、現在カリフォル

ニア大学サンディエゴ校の准教授をつとめる Lei Liang

氏である。Q2というインターネット・ラジオ局で、

彼のインタビューを聞き、作品も数点聴くことができ

たため、アメリカ滞在期間中にお会いすることはでき

なかったが、勝手な親近感を抱いている。彼の作品が

上演されたニューヨークのコンサートを逃してしまっ

たのが残念だったのだが、彼の作品もまた彼独自のイ

ディオムによって書かれており、大変興味深い。　

　ラジオで話す彼はきれいな英語を話し、とても丁寧

な受け答えに彼の人格を見るようであった。そのイン

タビューの中で、彼は自分のこれまでの経緯などを話

していたのだが、注目したのは彼の育った環境につい

てであった。彼の母親はアメリカ音楽、父親は中国音

楽（近現代）を専門とする音楽学者だという。やはり、

彼も西洋クラシック音楽と伝統音楽を偏見なく捉えら

れる環境で音感を育んできたのか、と感じたのである。

　17歳でアメリカに渡り、アメリカの高等教育機関

において、その創造性を理知的かつのびのびと開花さ

せてきたのだろう。ぜひ、これからも作品を聴いてい

きたい作曲家である。ここではごく簡単な紹介しかで

きないが、彼は今世界で注目を浴びる作曲家の 1人な

のである。そのような作曲家と一瞬にして繋がってし

まうネットワーク。人の思考や思想は、その人がどこ

にいるかを全く関知せずに共有されていくということ

を実感した出来事でもあった。帰国後も世界の研究者

たちと意欲的に交流を続けていきたいと思う。そして、

彼が証明しているように、マルチ・カルチュラルな教

育がもたらす効果を信じ、偏見なくあらゆる音楽と向

かい合っていける教員を輩出していけるよう、この経

験を教育に生かしていきたいと思う。

和太鼓団体への取材

2012年 2月に派遣先を訪問された神谷浩夫教授とと

もに、ニューヨークで活動する和太鼓団体の取材を

行った。当初、本報告書にアメリカ東海岸における和

太鼓団体の活動についてまとめる予定であった。しか

し、その後の追跡調査が十分に行えなかったため、報

告書としてまとめるには至らなかった。今後の課題の

1つとして、今回の取材結果をもとに、アメリカ東海

岸の和太鼓パフォーマンスについて、国際文化資源学

研究センターのコラム等で紹介していきたいと思う。

ここに取材にご協力頂いた団体について報告し、取材

への協力に感謝の気持ちを示したい。

①	 SOH Daiko（僧太鼓）

1979年に東海岸初の和太鼓グループとして、浄土真

宗の寺 (New York Buddhist Church)で設立される。そ

の経緯から、仏教に関連する行事・活動への参加が多

かったが、多くのマスターに指導を受け、パフォーマ

ンス団体としての質を向上させている。基本的にメン

バーで意見を出し合って作品を仕上げる。30年以上
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の歴史があり、ニューヨークで活動する太鼓パフォー

マーまた太鼓団体は、皆この団体と関連があると言っ

ても過言ではない。それだけ、この団体の歴史は、そ

のまま東海岸での和太鼓の普及を物語るものである。

②	 New York Suwa Taiko Association倉島ひろ氏

1979年に渡米後、アメリカ国内で諏訪太鼓と出会い、

パフォーマンスの腕を磨いて専門家になった方であ

る。現在、倉島氏は多くの団体、学校において、諏訪

太鼓の基礎を教えており、自身は Taiko Masalaという

パフォーマンス団体をもって活動する。取材では、指

導を通して、海外で生まれ育つ我が子に日本の文化に

触れるチャンスを提供したいと願う親御さんの姿を見

るとの興味深い話も聞かせてくださった。倉島氏は和

太鼓を取り巻く人々の変遷を 1番間近に見てきている

人である。

③	 Kaoru Watanabe Taiko Center渡辺薫氏

先ほど紹介した Flutes of Hopeにも出演していた横笛

の奏者である。日本人音楽家の両親をもつ渡辺氏はア

メリカ国内で生まれ育ち、笛や太鼓は、日本に渡って

修行したという。鼓童での活動も彼の日本を学ぶきっ

かけの 1つであったようだ。もともとジャズの演奏家

である渡辺氏の和太鼓への視点は常に冷静であり、大

学で講義なども行う。広い枠組みの中で、一音楽家と

して和楽器を捉える活動は、これから注目すべき 1つ

の道であると感じさせられた。

④	 COBU from New York　鼓舞組　

現在もオフブロードウェイ「STOMP!」の舞台に立つ

宮本やこ氏が立ち上げたパフォーマンス団体である。

渡米目的はタップの修行だったが、ある出来事をきっ

かけに経験のあった和太鼓をつかって作品を作るよう

になる。最初の作品で振付賞を受賞するという宮本氏

のカリスマ性も、この団体の重要なファクターである。

現在は、劇場のレジデンスとして活動拠点を確保し、

アメリカ全土でパフォーマンス活動を行う女性チーム

である。

註

1) 大震災後の日本人の姿を世界に伝える展覧会 http://www.

voices-from-japan.org/ja/index.html
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